平成24年度　コージェネ大賞　応募申請書
民生用部門　・　産業用部門　・　技術開発部門　（いずれかに○をつけてください。）

平成　　年　　月　　日

一般財団法人コージェネレーション・エネルギー高度利用センター

　理事長　柏木　孝夫　殿

　　　　　　（申請者）住所

　　　　　　　　　　　個人名/会社名等

　　　　　　　　　　　代表者名（会社等で応募の場合）　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　（申請者）住所

　　　　　　　　　　　個人名/会社名等

　　　　　　　　　　　代表者名（会社等へ応募の場合）　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　（申請者）住所

　　　　　　　　　　　個人名/会社名等

　　　　　　　　　　　代表者名（会社等へ応募の場合）　　　　　　　　　　　　　印

平成24年度「コージェネ大賞」に下記の件名で応募申請します。


　注）１）申請者欄について、単独で申請する場合は1か所のみ記入して下さい。申請者

が多い場合は適宜欄を増やして下さい。
　　　２）地域冷暖房に係る事例、又は家庭用に係る事例は民生用部門の扱いとなります。
　　　３）一次応募では、押印は必須ではありません。
（以下は事務局使用欄です。）


	連絡先
	申請会社等の名称
	

	
	連絡担当者所属部署
	

	
	連絡担当者役職
	

	
	連絡担当者氏名
	

	
	担当者所属部署の住所

電話、FAX、e-mail
	〒

TEL　　(　　　)　　　　　FAX　　(　　)

e-mail

	会社等の概要（業種、創立年月、資本金、従業員数、主な生産品、事業内容等）




	連絡先
	申請会社等の名称
	

	
	連絡担当者所属部署
	

	
	連絡担当者役職
	

	
	連絡担当者氏名
	

	
	担当者所属部署の住所

電話、FAX、e-mail
	〒

TEL　　(　　　)　　　　　FAX　　(　　)

e-mail

	会社等の概要（業種、創立年月、資本金、従業員数、主な生産品、事業内容等）




注）単独で申請する場合は、1か所のみ記入して下さい。申請者が多い場合は、適宜欄を増

やして下さい。
【民生用部門、産業用部門】
１．コージェネレーションの基本データ（申請対象の設備情報のみを記入して下さい。）
	
	1号機
	2号機
	3号機

	設置場所（住所）
	

	メーカー名
	
	
	

	原動機種類
	
	
	

	定格発電出力【kW】
	
	
	

	燃料種類（※1）
	
	
	
	
	
	

	定格燃料消費量【MJ/h】（※1）
	
	
	
	
	
	

	廃熱利用用途（※2）
	
	
	

	定格効率【%】（※3）
	発電効率【%】
	
	
	

	
	廃熱回収効率【%】
	
	
	

	逆潮の有無
	
	
	

	運用開始日
	
	
	


注）
(※1)複数の燃料を、切替専焼や補助燃料として使用する場合は、使用燃料を複数記入して下さい。

(※2)廃熱利用用途は、冷房、暖房、給湯等の用途を記入して下さい。
(※3)低位発熱量（真発熱量、LHV）基準で記入して下さい。また、廃熱を蒸気・温水の2種類で回収する場合、廃熱回収効率は合計値で記入して下さい。
（以下の項目について記入して下さい。各項目のスペースは自由です。）





　　　　






別紙：各効率の定義
	項目
	定義

	有効発電効率
	(CGS年間発電電力量－CGS補機の年間電力消費電力量)

／CGS年間投入エネルギー量

	廃熱利用効率
	CGSの年間利用熱量/CGS年間投入エネルギー量

	総合効率
	有効発電効率＋廃熱利用効率


【技術開発部門】

（以下の項目について記入して下さい。各項目のスペースは自由です。）







件名





受付年月日　：　平成　　年　　月　　日


分　　　類　：　民生用部門　　産業用部門　　技術開発部門


番　　　号　：





２．システムの特徴、評価してもらいたいポイント（要約）【必須】








３．新規性、先導性【該当する場合、記入】








４．防災性、電源セキュリティへの寄与【該当する場合、記入】








５．既存コージェネレーションの改善【該当する場合、記入】


注）効率、コスト改善等定量的な効果のある改善については、前後の算定根拠を明示すること





６．電力ピークカット率【必須】


注）1)コージェネレーションを導入した場合としない場合とのピークカット率を記載


　　※ピークカット率＝コージェネ有効発電量（定格発電量【kW】－補機使用電力量【kW】）


÷（契約電力【kW】＋コージェネ有効発電量【kW】）


　　※逆潮有の場合は、7~9月の尖頭時間帯（13時~16時）の平均逆潮電力【kW】を記載する。


　　※廃熱を冷房利用している場合は、廃熱利用による冷房能力も記載可とする。


　　2)原則、運転実績を明示すること。


　　※明示できない場合は算定根拠の明示でも可とする。


　





７．CGS効率【必須】


注）1)低位発熱量基準とします。


　　2)実運転効率とします。


　　3)総合効率、有効発電効率、廃熱利用効率を記載して下さい。


　　3)原則、以下の効率を有するものを応募対象とします。


　　　□エンジンCGS


　　　　①単機出力50kW未満：有効発電効率25%以上、かつ総合効率60%以上


　　　　②単機出力50kW以上：有効発電効率30%以上、かつ総合効率60%以上


　　　□ガスタービンCGS


　　　　有効発電効率25%以上、かつ総合効率60%以上


　　　□燃料電池CGS


　　　　有効発電効率35%以上、かつ総合効率60%以上


　　※有効発電効率、総合効率は、別紙：各効率の定義　をご参照下さい。


4)原則、運転実績を明示して下さい。


　　※明示できない場合は算定根拠の明示でも可とします。





８．その他、特筆すべき事項【自由記述】





９．コージェネレーションシステム系統図【必須：別添でも可】





１０．コージェネレーションシステム電気系統図【必須：別添でも可】





１１．その他


　①特許・実用新案、意匠に関する権利等の取得状況


　（国内、国外を問わずに取得済および申請中を含む。）





























②文献等への発表状況


　（文献名、発表年月日等）























　③受賞歴の有無


　（表彰を受けた機関および団体名、年月日、表彰種類等）





２．システムの特徴、評価してもらいたいポイント（要約）【必須】


注）コージェネとの組合せシステム技術、コージェネに関連する先進的なビジネスモデル等も対象）





３．技術開発の目的【必須】








４．新規性、先導性【必須】








５．普及性、市場性【必須】


　注）販売実績があれば記載する。





６．その他、特筆すべき事項【自由記述】


　





７．その他


　①特許・実用新案、意匠に関する権利等の取得状況


　（国内、国外を問わずに取得済および申請中を含む。）





























②文献等への発表状況


　（文献名、発表年月日等）























　③受賞歴の有無


　（表彰を受けた機関および団体名、年月日、表彰種類等）








